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平成２３年　１０月　２４日　(月)　　　司会：鈴木　匡　　記録：佐々木　真貴子
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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・スタッフのインフルエンザ予防接種は残り10/25・28（9：30～10：15）の２日間です。10/28はスタッフの接種終了後に、東病棟患者様の接種を実施します。藤原NS、伊藤MNSが担当しますが、患者様の誘導等協力お願いします。

・看護グループ内研修案内

日　時：　10月27日（木）・10月28日（金）　１７：２０～１８：００　

場　所：　2階会議室

対　象：　全スタッフ（看護・介護）

テーマ： 精神科における薬物療法

講　師：　藤原　香織

早急に出欠入力して下さい。

・症例検討予定

　10/27（木）田名部Dｒケース検討→中村　笑花様・木村　春雄様

　10/28（金）猪股Drケース検討→島浦　美千男様

　10/31（月）川端Drケース検討→村上　幸子様・入院予定患者様

＜患者様連絡事項＞

・入院情報

　10/25（火）湊屋　廣様…東Dユニットor合併症室に入院予定

　10/27（木）10：00～11：00予定　田中　操様　主治医：田名部Dr

　（情報）H23.8脳梗塞発症、市民病院から八戸西病院へ転院。南山苑入所の方向で動いていたが、拒薬が強く、精神症状安定せず。食事に薬を混ぜて対応していたが、苦味を訴え確実な服用できず。八戸西病院では、夜間体動活発で拘束対応。左半身麻痺あり、ADLは全介助、歩行器を使用するときは腰の支えが必要。

・北山　幸博様～排便-４日のため、センナリド1T追加処方。服用後、反応なければ明日改めて指示確認の予定。

・中村　笑花様～持参薬、臨時薬飲み切り。本日昼から今までの処方にユーパン（0.5）3T　3×ndEを追加し処方となる。

　　　　　　　　面会や諸検査等でユニット移動し対応する事がありますが、隔離室対応している患者様であることを認識し、危険物の持ち込みや衝動行為等に注意して観察し、安全管理に努めて下さい。

・中村　寿昭様～臨時薬エスタゾラム（2）1T　1×就床前が1日分処方。

※中村　笑花様、中村　寿昭様の本日処方の臨時薬は明日、再度主治医が診察し、処方するとの事ですので、明日の指示受けをお願い致します。

・島浦　美千男様～排便-６日目。田名部Dr診察し、経過観察の指示あり。

・大久保　美津子様～今朝、左第３指の内出血発見。田名部Drへ報告し、ナパゲルン軟膏処方（３回/日塗布）となる。患部の状態の他、軟膏塗布しているため、指を口や目に入れないよう観察して下さい。

夜間使用するおむつカバーについて、現在はテーナのテープ式を使用していますが、排泄確認のため一度テープを剥がすと、テープがくっつき難く、おむつのズレが生じやすい状況です。在庫（残り6P、現在病院では大久保美津子様しか使用していない）がなくなり次第、ハイラテックスのマジックテープ式に変更していきます。

・浅野　秀子様～妹様へ義歯（下）紛失について、情報提供しています。現在も捜索中である事伝えていますが、妹様からは「好きな物を食べさせてあげたいので、義歯を作って下さい」とお話しある。今回面会に来られた妹様は保護者ではない為、今後、義歯を作る場合は、保護者に了解を得てから対応して下さい。

・木村　格治様～本日、八戸病院受診し、タケプロン1T　1×朝/２８日分追加処方となる。

・本田　英之様～就職活動のため、本日　10：30～10/26　20：00まで外泊許可出ています。

・杉澤　恵子様～歯科受診していますが、２本続けて抜歯しており、自歯が殆どない状態です。食事や間食時の摂取状態を観察し、誤咽等の事故のないよう注意して下さい。以前、義歯を破損した経過もあり、今後、義歯を作る場合は保護者確認していきます。

・向井　敦子様～本日外泊より帰院。ジュースやおやつ類を多量に持参し、藤井　崇史様の布団の中に忍ばせている事がありました。藤井　崇史様より、布団の中に自分の物ではないジュースや菓子があったとスタッフへ報告あり。向井様が帰院時に持参した物と同じものであった為、本人に確認すると認めている。物のやり取りはしてはいけない事を再度説明しています。

両眼瞼に発赤あり、田名部Drより、タリビット点眼薬１本処方となる。

・清水　徹様～小遣いカードに残金がなく、おやつが欲しいと私物発注の要求繰り返しています。金銭管理をしている長兄に連絡し、今回は差し入れで対応していただくことになりました。10/18の面会の際、現在15000円/月のお小遣いで、私物発注での対応が、5～6万円/月となっていると家族様より情報ありましたが、その時点で今月のカード残金が無かった事は伝えています。長兄より、小遣いの範囲内（\15000）で収めるためセーブして遣う事、また、私物発注はしないよう再度お話しがありました。

・泉川　ケイ子様～外泊後より、気分の不安定さ続いています。本日は、朝昼食不食し、「レストランへは行きたくない」「あんなの食べられない。毒が入ってる」等の発言聞かれています。また、外泊後から引き続いて、父様について不満を漏らしています。精神症状の観察と共に周囲とのトラブルに注意して対応していく必要があります。また、食事摂取状況を含め、日課への取り組み状況についても観察・確認していく必要があります。

＜皮膚科診察＞

・高間木　八男様～皮膚科診察にて臨時薬が同処方にて7日分継続処方。

＜事故事例について検討＞

①10/19（水）薬セットミス事例

現段階でわかっているスタッフ記載からの事実として

・島浦様に１０/１９～セフジトレン錠３T　３×1/３日分処方

朝薬は処方後すぐの１０時に服用しており、昼薬以降はスタッフ２名でセット、昼薬も対応。

・準夜スタッフが夕薬服用時点で他患者のところに入っているのを発見

→発見した時点で入れ替えている。（１６時勤務に入った時点で確認をしていたかは、今の段階では確認できていない。）

・準夜スタッフの当直医への報告は２１時過ぎ。

→事故が起きた時点で、医師に経過を報告し指示受け対応する必要がある。迅速な対応が求められる。

· 服薬チェックは確実に。ダブルチェックの必要性を改めて各自が認識しなければならない。

②１０/１９（水）　電話対応事例

外部（はくじゅ　渡部様のTEL）からSW不在時に連絡あり。

病棟NSが電話対応する。

大橋　稔様の実態調査で訪問したいという内容

・SW不在時の対応として

相手の所属、訪問目的、（調査）対象者の確認し、他職種へも情報提供する。

個人情報とも関連し、ケースによっては保護者に確認がとれてから情報提供する。

日頃の情報共有→今回のケースでは退院日、退院先（施設）の把握。

